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公務員試験 vs. 民間就活：キャリア選択の
ための徹底比較ハンドブック 
 

 

 

 

序章：キャリア選択の羅針盤 - 公務員と民間企業、その
本質的な違い 
 

人生の大きな分かれ道に立つとき、「公務員か、民間企業か」という選択は、単なる仕事選び
ではありません。それは、あなたが何を大切にして、どのように生きたいかを問う、自分自身
への問いかけです。このハンドブックは、その問いに答えるためのヒントを見つける「羅針
盤」として、両者の本質的な違いを分かりやすく解説します。 

公務員と民間企業、この二つの道が分かれる根本には、その「仕事の目的」があります。公務
員は、憲法で「全体の奉仕者」と定められており、国民の生活を支え、公共の利益に貢献する
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ことが使命です 。具体的には、法律や政策を動かしたり、社会サービスを提供したり、社会全
体の安定と発展に尽くす仕事です。一方、民間企業は、会社の成長と利益を追求することが目
的です 。商品やサービスを開発・販売し、市場を活気づけることで、顧客に新しい価値を届け
ます。 

この目的の違いが、採用の仕組みから評価、働き方、そして将来のキャリアにまで、あらゆる
側面に影響を与えます。公的な使命を担う公務員の世界は、「公平性」と「安定性」を何より
も重視します。対照的に、競争の激しい市場で戦う民間企業は、「成果」と「効率性」を最優
先します。このハンドブックでは、この根本的な違いを軸に、両者の世界を深く掘り下げてい
きます。 

 

第1章：採用プロセスとスケジュール：いつ、どうやって
挑む？ 
公務員試験：固定された日程と筆記試験が合否の分かれ道 
 

公務員試験は、公平性と透明性を保つため、民間企業とは異なる厳格なルールと固定されたス
ケジュールで進められます。選考の流れ自体は書類、筆記試験、面接と民間と似ていますが 、
合否を大きく左右するのは筆記試験です。これは、客観的な能力を平等に評価するため、筆記
試験の得点が非常に重視されるからです。 

試験日程も特徴的です。地方上級（都道府県・政令指定都市）の一次試験は例年6月、国家一般
職も6月上旬に実施されるなど、時期がほぼ決まっています。この時期は、民間企業の選考が本
格化する時期と重なるため、公務員と民間企業の併願を難しくする大きな要因の一つです。し
かし、民間就活が終わった後の夏から秋にかけて行われる公務員試験の「秋採用」は、民間就
活のセカンドチャンスとしても注目されています。 

 

民間就活：独自のスケジュールと多様な選考 
 

民間企業の採用プロセスは、公務員試験のような決まったスケジュールはありません。経団連
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のルールは一つの目安に過ぎず、外資系やベンチャー企業、中小企業は独自のスケジュールで
早期に選考を始めるのが一般的です。特に最近は、大学3年生の夏に行われるインターンシップ
が、実質的な選考の場になることが増え、就職活動の開始時期は年々早まっています。 

選考方法も多岐にわたります。書類選考やSPIなどの筆記試験に加え、グループディスカッショ
ン（GD）や複数回の個人面接が重視されます。これらの選考は、単なる知識だけでなく、チー
ムで働く力、論理的な思考力、コミュニケーション能力といった、実践的なスキルを評価する
ために行われます。 

 

併願という選択：成功の鍵は徹底した計画性 
 

公務員と民間企業の併願は可能ですが、その道のりは決して簡単ではありません。ある調査で
は、公務員試験の受験者のうち民間企業を併願する学生は23.6%にとどまり、多くの学生がど
ちらか一方に絞っています。これは、公務員試験に必要とされる1000〜1500時間という膨大な
勉強量と、民間就活の多様な選考対策を両立させることの物理的な負担が大きいからです。 

併願を成功させるには、徹底した計画性と戦略的なアプローチが不可欠です。例えば、志望す
る公務員の職種と関連性の高い民間企業（例：銀行・証券、食品・農林・水産など）を併願す
ることで、志望動機や自己PRの内容を共通させ、対策の負担を減らすことができます。また、
民間企業の選考を早期に進めて内定を確保し、精神的な余裕を持って公務員試験に臨むという
戦略も有効です。 

以下に、公務員と民間企業の採用プロセスとスケジュールをまとめた比較表を示します。 
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表1: 採用プロセス・スケジュール比較表 

 

 

比較項目 公務員 大手企業 中小・ベン
チャー 

外資系企業 

選考時期 国家公務員（大
卒程度）：3
月〜5月 一般職
：6月〜8月 地方
公務員：6月〜8
月 市役所：7
月〜10月 

広報：大学3年3
月〜 選考：大学
4年6月〜 

通年採用 大学3年夏から
選考 

選考フロー 書類選考、筆記
試験（比重
大）、面接 

書類選考、筆記
試験（SPI
等）、面接、GD
（比重大） 

書類選考、面接 書類選考、筆記
試験、面接 

筆記試験の重み 合否を決定する
重要な要素 

総合的な評価の
一部 

総合的な評価の
一部 

総合的な評価の
一部 

内定時期 最終合格発表：
5月〜11月 

大学4年10月〜 
（早期選考企業
：大学3年秋〜
冬） 

通年 通年 
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第2章：どんな人が求められる？評価のポイント 
公務員：公務員にふさわしくない人を「見極める」試験 
 

公務員試験の選考は、客観的で公平な能力判定に重点を置いています。これは、「公務員とし
てふさわしくない人物を排除する」という、いわば 

減点主義的なアプローチであると言えます 。この目的は、「職務を遂行する能力と適性がある
か正確に判定する」という、法律で定められた原則に基づいています。 

筆記試験は、教養試験と専門試験に分かれます。教養試験は、数的処理や文章理解といった
「一般知能」が5〜7割を占めます 。これは、公務員に求められる論理的思考力や事務処理能力
を測るためのものです。面接では、長年公務に携わってきたベテラン職員が面接官を務めるこ
とが多く、やや保守的な価値観を持つ傾向があります。過度に自分をアピールするよりも、大
きな減点とならないような堅実な受け答えや態度が求められます。 

 

民間企業：個性を「見出す」ための加点主義的な試験 
 

民間企業の選考は、企業の利益追求という目的のもと、「組織目標を達成するために、自ら考
え、行動できる人物」を発掘する加点主義的なアプローチが主流です。企業が最も重視する人
物像は、「コミュニケーション能力が高い」「意欲的である」が4割以上を占め、これに「素直
さ」「真面目さ」「明るい性格」が続きます。 

選考手法として特徴的なのが、グループディスカッション（GD）です。GDは、知識量だけでな
く、チームでの協調性、リーダーシップ、論理的思考力といった、実務で求められる能力を直
接評価するために用いられます。面接は、選考の段階ごとに評価基準が変化します。一次面接
では基本的なマナーやコミュニケーション能力、二次面接では仕事への適性や志望理由の説得
力、そして最終面接では入社への強い意欲や企業とのマッチ度が評価されます。公務員試験の
面接が堅実さを評価する「減点主義」であるのに対し、民間企業は個人の能力や対話力を重視
する「加点主義」の傾向が強いと言えます。 

以下に、公務員と民間企業で求められる評価基準と人物像を比較した表を示します。 
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表2: 評価基準・求める人物像比較表 

 
 

比較項目 公務員 民間企業 

選考の目的 公平・公正な職務遂行能
力・適性の判定  

企業の利益・成長に貢献す
る人材の確保  

重視される選考 筆記試験（教養・専門）  面接・グループディスカッ
ション  

筆記試験の科目 教養: 一般知能（数的処理、
文章理解）、一般知識（社
会・人文・自然科学） 
専門: 法律系、経済系、政治
系  

SPI、玉手箱など  

面接の評価ポイ
ント 

減点主義的 
服装・態度・言葉遣いの堅
実さ  

論理的で分かりやすい回
答、加点主義的、コミュニ
ケーション能力、対話力 
論理的思考力、主体性  

求められる資質 社会貢献意欲、安定性、堅
実さ、協調性  

成長意欲、挑戦心、柔軟
性、問題解決能力  

 

第3章：働き方と将来：安定か、挑戦か 
給与と福利厚生：年功序列 vs. 成果主義 
 

公務員の給与は、法律で定められた「俸給表（給料表）」に基づいて決まります 。これは、職
務の難易度を示す「級」と、勤続年数に応じた「号俸」の組み合わせで決まる年功序列的な仕
組みです。景気変動の影響を受けにくく、非常に高い安定性が特徴です。また、各種手当（地
域手当、扶養手当、住居手当など）に加え、民間企業より約10日多い年間休日も保障されてい
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ます。 

一方、民間企業の給与は、成果や企業の業績に連動する「成果主義」が浸透しています。成果
を出せば、若手でも早期に高い報酬を得られる可能性があります。しかし、企業の業績が悪化
すれば給与が減るリスクもあります。福利厚生も企業ごとに大きく異なり、法律で定められた
最低限の制度に加え、「失恋休暇」や「推しメン休暇」といったユニークな制度を導入する企
業も増えています。これらは、単なる待遇ではなく、企業文化をアピールし、自社に合った人
材を惹きつけるための戦略的な「投資」と言えるでしょう。 

 

キャリア形成：体系的な異動 vs. 柔軟な成長 
 

公務員は、法律で雇用が手厚く守られており、リストラのリスクが低いという圧倒的な安定性
があります。キャリアパスは、計画的な昇進と定期的な異動が特徴です。様々な部署を経験す
ることで、幅広い行政分野の知識と経験を積んでいきます。しかし、その経験は特定の分野に
特化しがちで、民間企業への転職は一般的に難しいとされています。 

民間企業のキャリアパスは、個人の能力や成果に基づき、柔軟かつ機動的に進みます。同じ職
種で業界を変えたり、全く異なる職種にキャリアチェンジしたりすることも可能です 。スキル
や実績を積み上げれば市場価値が高まり、転職を通じてキャリアアップや年収アップを目指し
やすい環境にあります 。しかし、景気や会社の業績によっては、倒産やリストラといったリス
クも常に存在します。公務員が「安定と体系性」を重視するのに対し、民間企業は「変動と柔
軟性」を追求していると言えます。 

近年は、公務員の中途採用枠が増加しており、民間企業で培った専門性を公共分野に活かす道
も開かれつつあります。これは、両者のキャリアパスが少しずつ「相互乗り入れ」し始めてい
ることを示唆しています。 

以下に、公務員と民間企業の待遇と働き方を比較した表を示します。 
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表3: 待遇・働き方比較表 

 

 

比較項目 公務員 民間企業 

給与体系 法律に基づく年功序列 
俸給表（給料表）に沿って昇
給  

企業の業績・成果に連動 
成果主義が主流  

平均年収 約660万円〜680万円程度 
（民間企業の平均より高い傾
向） 

約458万円程度 
（企業や業績により変動）  

福利厚生 法律で保障された手厚い制度 
各種手当、年間休日、年金制
度  

企業ごとに内容が大きく異な
る 
法定福利+独自のユニークな
制度  

雇用の安定性 極めて高い 
法律で雇用が保護、景気変動
の影響が少ない  

市場・業績に左右される 
倒産やリストラのリスクが存
在  

キャリアパス 体系的 
計画的な異動・昇進  

機動的 
個人の成果やスキルに基づく
キャリア形成  

副業 原則禁止 
（一部、限定的に許可される
場合あり）  

比較的自由 
（解禁している企業が増加）  
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第4章：ES（エントリーシート）に刻む「価値観」 
 

公務員と民間企業のESは、表面上は似たような質問項目が並ぶが、それぞれの組織が応募者か
ら読み取ろうとする「価値観」には明確な違いが存在する。この違いを意識して、自身の経験
を語り直すことが重要となる。 

 

共通する核となる質問項目 
 

公務員、民間企業を問わず、多くのESで共通して問われるのは、「自己PR」「学生時代に力を
入れたこと（ガクチカ）」「志望動機」である。これらの質問を通じて、採用担当者は応募者
の「人柄」「能力」「価値観」といった本質的な側面を知ろうと試みる。過去の具体的な経験
を振り返り、そこから「何を学び、どう成長したか」を言語化する作業、すなわち自己分析
は、どちらの選考においても不可欠な土台となる。 

 

公務員ESに求められる「公共性」という視点 
 

公務員向けのESでは、「なぜ公務員か」「なぜこの省庁・自治体か」といった質問が必須とな
る 。この問いに対し、「安定しているから」や「社会貢献したいから」といった抽象的な回答
は、面接官に消極的あるいは浅い動機と受け取られるリスクがある。代わりに、応募者には
「公共性」や「社会全体への貢献」といった明確な志向が求められる。 

ESの作成においては、志望する自治体の具体的な施策や、自身が関心を持つ社会問題に言及す
ることが説得力を増す。例えば、過去の経験で培ったコミュニケーション能力や協調性が、ど
のように地域住民との信頼関係構築に役立つか、または社会全体の福祉向上に貢献できるかを
具体的に論じる必要がある。 

 

民間企業ESに求められる「事業貢献」という視点 
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民間企業向けのESでは、「なぜこの企業か」「入社後に何をしたいか」という問いを通じて、
応募者の業界・企業への深い理解度と、自社のビジョンへの共感度を測ろうとする。ここで
は、「会社にどう貢献できるか」「どのように企業の利益に貢献するか」を具体的に示すこと
が極めて重要となる 。 

応募者は、自分の持つスキルや経験が、企業の事業目標達成にいかに役立つかを明確にアピー
ルする必要がある。具体的な成果を数字や定量的な事実で示すことで、説得力のあるESが完成
する。 

 

併願戦略としてのES作成術：「言い換え」の技術 
 

公務員と民間企業では、問われる質問の骨子は同じでも、アウトプットの「視点」を変えるこ
とが求められる。同じエピソードでも、強調するポイントを戦略的に調整する「言い換え」の
技術が有効である。 

例：アルバイト経験 

●​ 民間向け： 「飲食店でのアルバイトで、接客を通じて顧客満足度を向上させ、リピーター
を増やし、店舗の売上に貢献しました。」 

●​ 公務員向け： 「飲食店でのアルバイトで、お客様一人ひとりのニーズを丁寧に聞き取り、
信頼関係を築くことで、地域社会における店舗の評判と居心地の良さに貢献しました。」 

 

洞察：評価の焦点は「手段」から「目的」への転換 
 

この視点の違いは、評価の焦点が異なることに起因している。民間企業は「いかに効率的に目
的（利益）を達成したか」という手段に焦点を当てる傾向が強い。売上やシェアといった数字
は、企業活動の成功を測る最も直接的な指標であるため、応募者の行動がもたらした成果を重
視する。 

一方、公務員は「いかに人々と向き合い、信頼を築き、公共の利益に資したか」という目的に
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焦点を当てる。公務員としての業務は、売上という形で成果を測ることが難しいため、市民と
の対話や、公平で誠実な対応といったプロセスが重要となる。したがって、同じ経験でも、民
間では「効率性」や「成果」を強調する一方、公務員では「傾聴力」「協調性」「人との向き
合い方」といったプロセスとそこから得た学びを強調することが、成功の鍵となる。 

この違いを理解し、同じエピソードでも強調するポイントを変えることが、両方の選考を突破
するための効果的なES作成術である。 

 

第5章：面接に挑む「人柄」と「覚悟」 
 

ESが応募者の「価値観」を文字で伝える場であるとすれば、面接は「人柄」と「覚悟」を直接
伝える場である。両者の面接には共通点がある一方で、組織文化に根ざした独自の特殊性が見
られる。 

 

質問意図の共通点 
 

公務員と民間企業の面接官は、共通して「人柄」「能力」「入社意欲」という3つの軸で応募者
を評価する。自己紹介、志望動機、学生時代に頑張ったこと、長所・短所、失敗談といった頻
出質問を通じて、提出されたESの内容をさらに深く掘り下げ、応募者の本質を見極めようとす
る。 

 

公務員面接の特殊性 
 

公務員組織では、人事の担当者が数年で部署異動することが一般的であり、面接の専門家では
ない担当者が面接官を務める傾向がある。このため、民間企業ほど意表を突くような質問は少
なく、質問内容が事前にマニュアル化されていることが多い。このような面接では、奇をて
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らった回答よりも、いかに熱意と誠実さを分かりやすく、論理的に伝えるかが重要となる。 

公務員に求められる人物像は、協調性、責任感、誠実さ、そして公共性への深い理解である。
特に、地域住民の視点に立って考え、信頼関係を築ける「傾聴力」や「コミュニケーション能
力」は非常に重要視される。 

また、「なぜ民間ではなく公務員か？」という問いには、消極的な理由（「安定しているか
ら」）ではなく、主体的な動機を明確に語ることが不可欠である。例えば、「民間は利益追求
が目的だが、公務員は公共の課題解決に主眼を置いている点に惹かれた」と、両者の違いを理
解した上で自身の価値観との合致をアピールする。あるいは、民間での経験が公務員の現場で
こそ活かせると気づいた、といった説得力のある理由を語ることで、面接官に強い入職への覚
悟を伝えることができる。 

 

民間企業面接の特殊性 
 

民間企業の面接では、人事や採用のプロフェッショナルが担当することが多く、応募者の本質
を見抜くために、ESの内容を深く掘り下げる質問が多用される。基本的な質問に加え、キャリ
アプラン、時事問題、そして応募者からの「逆質問」など、多岐にわたる質問が投げかけられ
る。 

企業が求めるのは即戦力または将来的な活躍が見込める人材であり、問題解決能力、創造性、
目標達成志向が評価の軸となる。入社後に何をしたいかという問いには、企業の具体的な事業
内容と自身の貢献イメージを紐づけて語ることが重要となる 。失敗談についても、「失敗から
何を学び、どう成長したか」という視点で語ることで、自己成長への意欲をアピールすること
ができる 。 

 

洞察：面接における「市民目線」と「顧客目線」の共通項 
 

公務員に「住民目線で考え、住民に寄り添う」人材が求められる一方、民間企業では「顧客満
足度を高め、市場シェアを獲得する」ことが目的となる。一見すると異なる視点のように思え
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るが、これらは本質的に同じ能力を求めている。 

どちらの組織も、外部にいる「人」のニーズや課題を深く理解し、それに応える能力が不可欠
である。公務員に求められる「傾聴力」や「共感力」は、民間企業における「コミュニケー
ション能力」や「顧客のニーズを的確に把握する力」と、その根幹において共通している。す
なわち、どちらの面接においても、相手の立場に立って考え、課題を抽出し、解決に向けて行
動できる資質をどう語るかが、成功の鍵を握るのである。 

 

表4: ES・面接 質問項目と評価視点の比較 
 

質問項目 公務員が評価する視点 民間企業が評価する視点 

志望動機 公共性への理解、地域・社会
への貢献意欲、長期的な覚悟 

業界・企業への理解度、事業
への貢献意欲、目標達成志向 

学生時代に力を入れたこと 誠実さ、協調性、責任感、課
題解決に向けた粘り強さ 

問題解決能力、主体性、チャ
レンジ精神、チームでの成果 

自己PR 公務員業務に活かせる人柄
（誠実、協調性）、公共性へ
の理解 

企業の利益・成長に貢献でき
る能力（実行力、創意工夫、
目標達成力） 

失敗談 失敗から何を学び、どのよう
に自己成長に繋げたか 

失敗を乗り越えた経験、課題
解決能力、ストレス耐性 

 
 

結論：自分らしい道を見つけるために 
 

公務員と民間企業は、採用プロセスから待遇、キャリアパスまで、その本質的な目的の違いか
ら生まれる明確な対照性を持っています。どちらの道が優れているという単純な結論はありま
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せん。大切なのは、あなたの価値観や将来の目標と照らし合わせ、どちらの環境が自分に最適
かを見極めることです。 

もしあなたが、「社会貢献」や「公共の利益」を追求したい、「安定した環境」で着実に成長
したいと考えるなら、公務員の道が向いているかもしれません。毎日同じ業務を正確にこなす
ことにやりがいを感じる人や、成果を数値で示すのが得意ではない人にも良い環境です。 

一方で、「挑戦」と「成長」を追求し、自分の仕事の成果が直接的な評価や報酬に結びつくこ
とに喜びを感じるのであれば、民間企業が向いているでしょう。実力主義の競争的な環境で自
分の市場価値を高めたい、積極的にアイデアを提案し、それを実現したいと考える人にとっ
て、民間企業は大きな可能性を秘めています。 

この二つのキャリアは、それぞれ異なる「ゲーム」のルールを持っています。成功するために
は、両者の違いを深く理解し、その上で自分に合った戦略的なキャリアプランを立てることが
不可欠です。このハンドブックが、あなたのキャリア選択における有益な羅針盤となることを
願っています。 

以上 
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